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GXリーグ　GX人材市場創造WG　成果報告



本成果物（2026年3月公表の6点の資料）は、GXリーグ内における、
市場ルール形成の取組の一環で組成した『GX人材市場創造WG』内で検討し、
GXリーグ参画企業への意見照会を経て作成したものであり、
WGの構成員の見解を示したものです。

本成果物（2026年3月公表の6点の資料）は
WGリーダー・メンバー以外の企業も自由にご利用いただけますが、
ご利用に当たっては各資料に記載の出所を明示ください。

本資料（GX人材市場創造WG 成果報告）をご利用の場合は、
以下の通り出所を明示ください
出所)GXリーグ GX人材市場創造WG「GX人材市場創造WG 成果報告」(2026年3月)



本年度WGスケジュール
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2025年6−8月
採択・
WGメンバー募集

11月20日
第二回WG

9月8日
第一回WG

12月19日
第三回WG

2026年3月
公表

チームごと
ワーク期間

• 本年度は12月末までの活動期間としたため、全3回のWG実施した



本年度WGにて検討を行った座長・事務局・構成員一覧
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• 本WGの事務局・構成員は以下の通り　※構成員は各企業から代表する者のみ記載、順不同・敬称略

スキルアップ
NeXt株式会社

エグゼクティブアドバイザー 小泉　誠

座長

スキルアップNeXt
株式会社

エグゼクティブアドバイザー 小泉　誠

スキルアップNeXt
株式会社

GX組織開発Div　執行役員 石橋　和幸

スキルアップNeXt
株式会社

GX組織開発Div　 大塚　花七絵

事務局運営

WG事務局



本年度WGにて検討を行った座長・事務局・構成員一覧
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• 本WGの事務局・構成員は以下の通り　※構成員は各企業から代表する者のみ記載、順不同・敬称略

田中鉄工株式会社

中国電力株式会社

パーソルビジネスプロセスデザイン株式会社

株式会社ゼロプラス

オリックス株式会社

渥美坂井法律事務所・外国法共同事業 

Booost株式会社

株式会社日立製作所

スキルアップNeXt株式会社 GX組織開発Div　執行役員 石橋　和幸

リーダー企業

メンバー企業

WG構成員

トランスコスモス株式会社

清水建設株式会社

住友商事株式会社

合同会社デロイト トーマツ

アスエネ株式会社

株式会社ゼロボード

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社



本年度WGにて検討を行った座長・事務局・構成員一覧
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• 本WGの事務局・構成員は以下の通り　※構成員は各企業から代表する者のみ記載、順不同・敬称略

WG構成員

オブザーバー企業

株式会社第四北越フィナンシャルグループ

株式会社ExRoad

豊田通商株式会社

株式会社ダイセル

株式会社U-NEXT HOLDINGS

株式会社明電舎

岩谷産業株式会社

阪和興業株式会社

KPMGコンサルティング株式会社

日本郵政株式会社

上新電機株式会社

株式会社ウェイストボックス



本年度WGの取組みテーマ

2：GX推進スキル共通リテラシー（レベル2）検討 1：GXスキル標準の実装活用ガイドライン 

GXリテラシー標準（レベル１）

1−1：全企業・全現場向
けガイド

（初動・共通レベル）

1−2：サプライ
チェーン
取組ガイド

レベル2に共通する「プロフェッショナル・リ
テラシー」の抽出・体系化
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• 本年度WGでは以下の２つのテーマに沿って、３つのテーマを設定し検討実施した
− 1：スキル標準の社会実装推進のための「活用ガイド」
− 2：リテラシー（レベル１）の次のラーニングパスにあたる「レベル２相当の共通リテラシー」

（1と2を受けて）3：関連する「GXスキル標準」の見直し

GXリテラシー標準 GX推進スキル標準



テーマ別詳細
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1−1：全企業・全現場向
けガイド
（初動・共通レベル）

1−2：サプライチェーン取
組ガイド

2：GX推進スキル共通リ
テラシー（レベル2）検討 

目的・背景 検討内容想定

• 業種・業態・企業規模を問わず、「まず全
員が共通して取り組むべきGXアクション」
の具体化

• “とにかく最初の一歩”を踏み出すための要
点・アクションリストを策定

• 自社内だけでなくサプライチェーン（取引先
・協力会社・グループ内）を巻き込むため
の“共通アクション”の整理

• 「社外と連携しながら進めるGX」の“最初
の壁”と“打ち手”をガイド化

• 「GX推進スキル標準（レベル２）の入口」が
明確化され、レベル1（共通リテラシー）習
得者への次のラーニングパスを提示

• 自社の現場ヒアリングや事例収集から「現
実に最初につまずく・悩むポイント」を抽出

• 「はじめてのGX」導入ステップ／アクション
リストのたたき台作成

• 「自社／グループでやったサプライチェー
ン連動施策」「現場で起きている課題や摩
擦」等のヒアリング・共有

• サプライチェーン全体で必須となる“最低限
の共通項”のリストアップ

• レベル1（GXリテラシー）は全員共通の基
礎、レベル2は本来ロール別専門性だが、
“全ロール共通のプロフェッショナル・リテラ
シー”が存在し得る3.GXリテラシー標準

更新

テーマ



成果物

GXスキル標準

1−1：全企業・全現場向けガイド
（初動・共通レベル）

1−2：サプライチェーン取組ガイド

2：GX推進スキル共通リテラシー（レ
ベル2）検討 

3.GXリテラシー標準

各テーマからの成果物体系

人材（役割）から始める・進める  GXガイドブック
（初動・共通レベル）

人材（役割）から始める・進める  GXガイドブック
説明書

サプライチェーン連動　アクションチャート  

サプライチェーン連動　アクションチャート  
説明書

GXSS-L Ver1.1

GXSS-P Ver2.1

テーマ



人材（役割）から始める・進める
GXガイドブック（初動・共通レベル）

1-1

WG成果物
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人材（役割）から始める・進める GXガイドブック

• はじめてGXを推進する企業（担当者）へ、知る／測る／減らす／開示の4フェーズ で整理
　ポイント 1：チェックボックスを利用しつつそれぞれのフェーズでどんな人材が自社に必要かわかる
　ポイント 2：必要な人材の役割（ロール）詳細をスキル標準で参照可能
　ポイント 3：フェーズ別GX実践ストーリー付
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人材（役割）から始める・進める GXガイドブック

人材（役割）から始める・進める GXガイドブック
ダウンロードURL
https://gx-league.go.jp/aboutgxleague/document/gxjinzai_guidebook.pdf

https://gx-league.go.jp/aboutgxleague/document/gxjinzai_guidebook.pdf
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人材（役割）から始める・進める GXガイドブック説明書



14

人材（役割）から始める・進める　GXガイドブック説明書

人材（役割）から始める・進める GXガイドブック説明書　
ダウンロードURL
https://gx-league.go.jp/aboutgxleague/document/gxjinzai_guidebook_manual.pdf

https://gx-league.go.jp/aboutgxleague/document/gxjinzai_guidebook_manual.pdf


サプライチェーン連動
アクションチャート 1-2

WG成果物



16

サプライチェーン連動アクションチャート

• サプライチェーンに対するGX推進に必要なアクションと人材がわかるガイドを作成
　1）サプライチェーン連動アクションチャート
　2）Q&A集

サプライチェーン連動アクションチャート Q&A集
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サプライチェーン連動 アクションチャート

サプライチェーン連動 アクションチャート　
ダウンロードURL
https://gx-league.go.jp/aboutgxleague/document/gxjinzai_actionchart.pdf

https://gx-league.go.jp/aboutgxleague/document/gxjinzai_actionchart.pdf
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サプライチェーン連動 アクションチャート説明書
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サプライチェーン連動 アクションチャート説明書

サプライチェーン連動 アクションチャート 説明書　　
ダウンロードURL
https://gx-league.go.jp/aboutgxleague/document/gxjinzai_actionchart_manual.pdf

https://gx-league.go.jp/aboutgxleague/document/gxjinzai_actionchart_manual.pdf


GX推進スキル共通リテラシー（レベル 2）2

WG成果物



GXスキル標準の見直し

• 本年度のテーマ１とテーマ２の検討の結果、以下の見直しを実施することに決定し
た。
「GXスキル標準（GXSS-L ）Ver1.1」とした
　 全ロール横断のレベル２の共通知識を本編に追加
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GX推進スキル共通リテラシー（レベル２）

• 本検討結果により期待されるのは、「GXリテラシー（レベル１）」を学習した者（または組織で育成計画を検討する者）が「レ
ベル２以上（プロフェッショナル）」を検討する際、「まず学習すべき共通知識（レベル２相当）」を知り、一歩を踏み出しや
すくなることである

GX推進人材

人材類型

ロール

GXアナリスト GXストラテジスト
GXプロジェクト

マネジャー
GXコミュニケーター
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今後新たな環境指標によ
る新たな算定・分析スキ

ルが必要となる想定

G
X

 情
報

開
示

GXSSレベル

01

02

03
04

全ロールレベル１共通の「GXリテラシー」

【今回策定】全ロールレベル２共通の「必要知識」

（各ロールごとの必要知識）



GX推進スキル共通リテラシー（レベル２）

• 検討の結果、「GXリテラシー標準」で定めた項目に対し「レベル２」相当の学習到達度を設定した
　1） 「GXリテラシー標準」では学習項目に対し「学習到達度（レベル１） 」を設定しており、今回はレベル２相当を検討
　2）検討の結果、 Why/マインド・スタンスは、レベル1-2間の差異はなかったため、「What/How」項目のみ設定

 項目一覧

GXの背景 何をすべきか どうするべきか マインド・スタンス
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自然環境の変化

国際社会の変化

ビジネス環境の変化

気候関連リスク・機会の把握

サプライチェーン排出量の算定

排出削減目標の設定・計画の策定

削減対策の実行  

気候変動に関する情報開示

ビジネスモデルの変革

省エネの推進方法

再エネの調達方法

燃料・原料転換、新素材

NETsの採用

排出量取引・クレジット

サステナブルファイナンス

国・自治体の政策

取組事例

バックキャスト

変化への挑戦

コラボレーション

エンゲージメント

多角的思考

継続学習



What項目の学習到達度（レベル２）
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気候変動が自社のバリューチェーン全体にもたらすリスクと機会を、移行
リスクと物理的リスクの分類に基づき、体系的に分析する方法を理解す
る。

カテゴリごとの算定方法の違いや、自社におけるScope1・2・3の区分、簡
易的なデータ収集から排出量算定及び検証までの方法を理解する。

1.5℃/2℃目標の違いやCN/ネットゼロの定義を理解し、事業特性に応じた
削減目標設定や計画策定の方法を理解する。

削減施策の費用対効果や影響度を算定し、優先順位やKPIを検討して行動
計画に反映する一連の方法を理解する。

自社が各ステークホルダーから求められる気候変動情報開示の枠組や、自
社の開示項目の基本構成といった対応方法を理解する。

サーキュラーエコノミー、脱炭素型の製品・サービス開発、カーボンプラ
イシング内部化など、脱炭素を契機とした新たなビジネス機会と事例を理
解する。

項目

気候関連リスク・
機会の把握

サプライチェーン
排出量の算定

排出削減目標の設定・
計画の策定

削減対策の実行

気候変動に関する
情報開示

ビジネスモデルの変革

気候変動がもたらすリスクとビジネス機会を分析し、リ
スク管理戦略の立案とともに、新たな事業創出の可能性
を探る

GHGプロトコルに基づき、自社のサプライチェーン全体
の排出量（Scope1、2、3）を算定する

科学的根拠に基づく削減目標を設定して、具体的な行動
計画を策定する

省エネ、再エネ導入、燃料転換などの実行可能な削減対
策を計画的に実施し、進捗状況を定期的にモニタリング
して、PDCAサイクルを回す

ISSB基準などの枠組みに沿って、自社の気候変動対策の
取組を透明性高く開示し、ステークホルダーからの信頼
獲得とエンゲージメント向上を図る

持続可能性を事業の中核に位置づけ、脱炭素型の製品・
サービス開発や新規事業創出により、長期的な企業価値
向上を目指す

内容 学習到達度（レベル2）
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項目

再エネの調達方法

NETsの採用

排出量取引・クレジット

サステナブル
ファイナンス

国・自治体の政策

取組事例

省エネの推進方法

燃料・原料転換、新素材

内容
エネルギー使用量の削減によるCO2排出量の低減を進め
るとともに、従業員の行動変容を促す意識改革プログラ
ムを通じて、組織全体の省エネマインドを醸成する

自家発電や再エネ電力購入契約（PPA）など、自社に適
した再生可能エネルギーの調達手法を理解し、積極的な
導入を図る

化石燃料から低炭素・脱炭素燃料への転換、再生可能資
源・リサイクル材料の活用、革新的な低炭素技術の開発
など、サプライチェーン全体での排出量削減に取り組む

大規模な植林や、バイオマス・CCS・DACCSなどのネガ
ティブエミッション技術（NETs）を、自社の排出量削減
戦略の選択肢の一つとして検討する

国内外の排出量取引制度やクレジット市場を理解し、自
社の排出量削減や相殺に活用する方法を検討する

グリーンボンドやサステナビリティリンク・ローンなど
の活用により、自社の脱炭素関連投資に必要な資金調達
を行う

国や自治体の環境規制、補助金、税制優遇措置など、脱
炭素経営の後押しとなる政策動向をウォッチし、自社の
取組に活かす

業界別の先進的な脱炭素化事例を学び、自社の取組の参
考にするとともに、ステークホルダーとのコミュニケー
ションに活用する

再エネ調達手段や自社のエネルギー需要・事業形態を理解している。

自社における燃料・原料の使用実態や、水素等の次世代燃料や低炭素素材
に係る政策・技術動向を理解している。

森林管理、バイオマスCCS、直接空気回収、ブルーカーボンといった
NETs技術の概要を理解している。

国内外の排出量取引制度やクレジット市場、カーボンオフセットの仕組み
と品質基準を理解ししている。

グリーンボンド原則、サステナビリティリンクローン、トランジション
ファイナンスの内容を理解している。

GX推進法、省エネ法、温対法、カーボンプライシング、補助金・税制優
遇制度など国・自治体の政策体系を理解している。

自社の取り組みを整理すると共に、業界別（製造業、運輸、建設、サービ
ス等）の脱炭素先進事例を収集・分析し、自社への適用可能性を評価でき
る。

How項目の学習到達度（レベル２）

学習到達度（レベル2）

自社のエネルギー使用量削減によるCO2排出量の低減余地を特定する方法
を理解している。



GXスキル標準（GXSS‐P）の見直し3

WG成果物



GXスキル標準の見直し

• 本年度のテーマ１とテーマ２の検討の結果、以下の見直しを実施することに決定し
た。
「GXスキル標準（GXSS-P ）Ver2.1」とした
　サプライチェーン取組の検討を深めた結果、「GX調達」ロールの見直しを実施

27



定義

人材類型 GXコミュニケーター

ロール GX調達

担う責任
調達においてGX対応策を策定・実施し、サプライ
ヤーのGX基準導入を支援・監督するとともに、適切
な削減ソリューションを調達する

主な業務

・Scope1-2において、再生可能エネルギーや低炭素
燃料の調達戦略をGX経営企画と連携し立案・実施す
る

• Scope3において、持続可能なサプライヤーを選定
し、GX対応に即した契約条件の見直しを行う

・GX経営企画と連携しサプライチェーン全体の脱炭
素化目標及びKPIを設定する

・GX対応に関する調達プロセスの改善を提案し、調
達方針およびガイドラインを作成し、教育を実施す
る

・各種イニシアチブに適応可能な削減ソリューショ
ンを選定し、導入する

必要となる
スキル

・Scope3の一次データ収集を含むサプライチェーン
マネジメントに関するスキル

・サプライヤーエンゲージメントの必要性を理解
し、持続可能性基準の導入を推進するスキル（CDP
スコアやSBT目標への理解などを含む）

・削減シミュレーションを実行し、環境イニシアチ
ブで認められる削減ソリューション
（Scope1・2・3）を理解するスキル

・企業のインターナルカーボンプライシングの設計
・運用を理解し調達方針に適切に反映するスキル

・国内外で現実的に調達可能な削減ソリューション
を選定するスキル

・GX関連の法規制、業界ごとの排出量傾向、削減目
標および施策を把握するスキル

他ロール
との連携例

人材類型 ロール 関連する業務

アナリスト GHG排出量算定 サプライチェーンのGHGデータの収集

ストラテジスト GX経営企画 調達観点での全社戦略

ストラテジスト GHG削減計画 調達関連の削減施策・KPI管理・評価

ストラテジスト GX情報開示 情報開示の全体戦略・第三者保証
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定義

人材類型 GXコミュニケーター

ロール GX調達

担う責任
GX方針・目標を前提に、サプライヤー対応とScope3
データ収集・削減施策を通じ、サプライチェーンGX
の実装・運用を担う

主な業務

・GX要件を調達プロセスへ実装
　取引先選定・評価・契約・監査・運用ルールを、
実行可能なレベルに落とし込む

・サプライヤーエンゲージメントの推進・運用
　説明・面談・Q&A、個別事情を踏まえた支援、依
頼元・依頼先双方の負荷調整

・Scope3一次データ収集の設計・運用
　回収・品質管理・根拠確認・整合性チェック、証
跡管理・開示・保証を見据えた運用

・削減施策・ソリューション導入の伴走支援
　低炭素材料、再エネ、物流、循環等について、コ
スト・品質・供給制約を踏まえた導入支援

・規制・顧客要請を踏まえた調達実務対応
　必要情報の収集、運用整備、進捗管理と現場定着

必要となる
スキル

・Scope3の一次データ収集を含む、自社業態を踏ま
えたサプライチェーン排出管理のスキル

・サプライヤーエンゲージメントの考え方を理解
し、CDP・SBT等の基準を踏まえ説明・合意形成を行
うスキル

・環境イニシアチブで認められる削減ソリューショ
ン（Scope1・2・3）の考え方と適用条件を理解する
スキル

・インターナルカーボンプライシングの考え方を理
解し、調達判断への反映観点を持つスキル

・国内外で調達可能な削減ソリューションを、コス
ト・品質・供給制約を踏まえて選定するスキル

・GX関連の法規制・顧客要請・業界動向を把握し、
調達実務として現場運用に落とし込むスキル

他ロール
との連携例

人材類型 ロール 関連する業務

アナリスト GHG排出量算定 サプライチェーンのGHGデータの収集

ストラテジスト GX経営企画 調達観点での全社戦略

ストラテジスト GHG削減計画 調達関連の削減施策・KPI管理・評価

ストラテジスト GX情報開示 情報開示の全体戦略・第三者保証
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人材類型「GXコミュニケーター」 ロール「GX調達」のGXSSレベル定義

30

GXSS
レベル

GXの重要性を理解し基礎知識を有している（GXリテラシー標準レベル）

ロール：GX調達

GX関連の調達に必要な関連業務を上長の指示のもと担当できる
・上長の指示の下、サプライヤーに対するGX推進のエンゲージメントを行うことができる
・GX推進に必要な削減ソリューションの調達をサポートできる

GX関連の調達に必要な関連業務を限定した範囲においてリードすることができる
・GX推進において必要な調達の方針やガイドラインの作成・調達先の教育を限定した範囲でリードすることができる
・持続可能なサプライヤー選定と契約条件の見直しをリードすることができる
・サプライチェーン全体の脱炭素化目標に従い、調達プロセスの改善提案と実施をリードすることができる
・各種イニシアチブに適応可能な削減ソリューションの選定と導入をリードすることができる

GX関連の調達を責任者としてリードすることができる
・全社最適の視点からサプライチェーン全体を通じて持続可能性と環境負荷を最適化する戦略を責任者として策定・実行することができる
・サプライチェーン全体の脱炭素化目標設定を行い、サプライヤーに対するGX基準の導入および達成のための支援・監督を責任者としてリードするこ
とができる
・各種イニシアチブに適応可能な削減ソリューションの選定と導入を責任者としてリードすることができる
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人材類型「GXコミュニケーター」 ロール「GX調達」のGXSSレベル定義

31

GXSS
レベル

GXの重要性を理解し基礎知識を有している（GXリテラシー標準レベル）

ロール：GX調達

GX関連の調達に必要な関連業務を上長の指示のもと担当できる
・上位者の指示のもと、サプライヤーに対するGX要請の説明や対応を行うことができる
・Scope3一次データの依頼・回収・整理などの業務を担当として遂行できる
・削減ソリューションの調達・導入に関する業務を、限定的にサポートできる

GX関連の調達に必要な関連業務を限定した範囲においてリードすることができる
・GX方針を踏まえ、特定領域・カテゴリにおける調達要件や運用をリードすることができる
・サプライヤー選定や契約条件の見直し、エンゲージメントを主体的に推進できる
・Scope3一次データ収集や削減施策の実装において、調達プロセスの改善をリードできる

GX関連の調達を責任者としてリードすることができる
・全社GX方針を前提に、調達機能としてサプライチェーンGXの実装・運用全体を統括できる
・サプライヤーへのGX要請、Scope3データ収集、削減施策の実行について責任を持って推進できる
・実行状況や課題を整理・共有し、関連ロールと連携して改善を回すことができる
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GXスキル標準の見直し

GXスキル標準（GXSS - L Ver1.1_-P_Ver2.1)
ダウンロードURL
https://gx-league.go.jp/aboutgxleague/document/gxss_202603.pdf

https://gx-league.go.jp/aboutgxleague/document/gxss_202603.pdf

